






研究の目的 

胎児発育遅延は心身障害発生ときわめて関連が深いが,なおその原因は不明な点が多い。し

かも臨床に直結した早期診断法とくにその基準設定は現在なお不十分である。したがって

心身障害発生防止対策の一環として SFD の要因を究明し,早期診断法の基準を確立し,併せ

て発生防止対策あるいは治療法の確立を目的として本研究を行った。その目的達成のため

に次の 2 小班に分れて研究を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


